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人口と世帯�
（平成18年7月1日現在）�

人口�

男�

女�

世帯数�

78,024�

39,781�

38,243�

32,134

人�

人�

人�

世帯�

46�

1

人増�

人減�

  47人増�

18世帯増 

※世帯数および人口は、住民基本台帳�
　と外国人登録によるものです。�

 7.15
市役所の代表電話は�

042-378-2111

▼
�

�

ゴンドラ山頂ステーション�

プールWAI入場口�

太陽の広場�

バスのりば�

駐車場入口�

入場受付特設テント�

入園口�
「スカイゲート」�

会場案内図会場案内図�会場案内図�

ｉｎｉｎ�ｉｎ�

契約旅館

住所・電話番号旅館名

大空町女満別湖畔１－１－２
�０１５２－７４－２１０８ホテル湖南荘

大空町女満別湖畔３－２－３
�０１５２－７４－２３４３ホテル山水

稲城市民憲章推進協議会�

※当日遊園地入場前に、この券を入場受�
付特設テントに提出してください。�

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　他　　人�

住所　稲城市　　　　　　　　　　　　　　�

引率者�

学年　小学・中学・高校　　　年�

　　　保育園・幼稚園�

inよみうりランド�

入場引換券�

稲城市民憲章推進の日�

〈
切
り
取
り
〉�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

セ
レ
モ
ニ
ー 

▽
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

▽
場
所　

太
陽
の
広
場

　

市
で
は
、
新
た
に
誕
生
し
た

北
海
道
大
空
町
と
の
市
民
交
流

が
活
発
に
な
る
よ
う
、
契
約
旅

館
を
利
用
す
る
方
に
、
宿
泊
料

金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
を
機
に
、
ぜ
ひ
大
空
町

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

▽
助
成
額　

大
人
１
泊
＝
４
千

円
、
小
人
１
泊
＝
３
千
円

※
年
間
３
泊
ま
で

▽
契
約
旅
館　

下
表
の
と
お
り

▽
利
用
方
法　

契
約
旅
館
に
直

接
予
約
し
て
か
ら
、
協
働
推
進

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
協
働
推
進
係

※
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
や
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
の
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
、
選
手
の
サ
イ
ン
入

り
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▽
時
間　
　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

▽
受
付
時
間
・
場
所　

９
時　
３０

分
〜　

時　

分
・
太
陽
の
広
場

１１

３０

特
設
テ
ン
ト

※
全
問
正
解
す
る
と
抽
選
で
豪

華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

特
典
特
典

①
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
入
場
無
料

②
各
種
割
り
引
き　

乗
り
物
券

シ
ー
ト
＝
１
千
２
０
０
円
↓
８

０
０
円
、
ワ
ン
デ
ー
パ
ス
＝
大

人
４
千
５
０
０
円
↓
２
千
５
０

０
円
、
子
供
３
千
５
０
０
円
↓

２
千
５
０
０
円
、
プ
ー
ル
Ｗ
Ａ

Ｉ
＝
大
人
２
千
８
０
０
円
↓
１

千
８
０
０
円
、
子
供
１
千
８
０

０
円
↓
８
０
０
円

※
中
学
生
・
高
校
生
は
子
供
料

金
で
す
。

 
稲
城
市
民
憲
章　
　
　
　
　
　

一
、
太
陽
と
緑
を
た
い
せ
つ
に
し
、

　
　

土
の
香
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

　
　

助
け
合
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
年
よ
り
や
こ
ど
も
を
い
た
わ
り
、

　
　

若
い
力
を
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、

　
　

笑
顔
で
働
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
伝
統
を
尊
び
、
文
化
を
高
め
、

　
　

未
来
に
展
望
が
も
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

�
バ
ス
位
置
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、
「
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

丘
の
湯
」
ま
で
の
延
伸
と
、

ル
ー
ト
変
更
の
た
め
に
休
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
再
開
し

ま
し
た
。
利
用
者
の
方
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

し
た
。

　

�
バ
ス
に
関
す
る
情
報
は
、

次
の
方
法
で
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
方
法

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
は
広
報
１
面
タ
イ
ト
ル
部

分
に
掲
載
）　

運
行
状
況
・
時

刻
表
が
分
か
り
ま
す
。
バ
ス
の

現
在
地
が
確
認
で
き
、
バ
ス
停

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
バ
ス
の

到
着
予
定
時
刻
が
分
か
り
ま
す
。

▽
電
話
（
�　

・
０
１
９
６
番
、

３７７

　

・
０
１
９
７
番
）　

音
声
案

３７７内
に
従
い
バ
ス
停
番
号
を
入
力

す
る
と
、
バ
ス
の
到
着
予
定
時

刻
が
分
か
り
ま
す
。

※
携
帯
電
話
の
場
合
は
、
市
外

局
番　

を
電
話
番
号
の
最
初
に

０４２

加
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
携
帯
電
話
版
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
広
報
１
面
タ

イ
ト
ル
部
分
に
掲
載
）　

運
行

状
況
・
時
刻
表
が
分
か
り
ま
す
。

▽
電
話
機
能
付
き
フ
ァ
ク
ス（
�

　

・
０
１
９
８
番
）　

音
声
案

３７７内
に
従
っ
て
、
バ
ス
停
コ
ー
ド

表
・
時
刻
表
・
運
行
状
況
が
取

り
出
せ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係

北
海
道
大
空
町

　

大
空
町
は
北
海
道
北
東
部
の

網
走
支
庁
管
内
に
位
置
し
、　
１８

年
３
月　

日
、
女
満
別
町
と
東

３１

藻
琴
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
人
口
は
約
８
千
６
０
０

人
、
面
積
は
約
３
４
３
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
空
の
玄
関
口

女
満
別
空
港
が
あ
り
、網
走
湖
、

藻
琴
山
、
芝
桜
公
園
な
ど
の
四

季
の
自
然
が
豊
か
な
町
で
す
。

　

主
な
産
業
は
農
業
で
、麦
類
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、 
甜  
菜 
（
グ
ラ
ニ

て
ん 
さ
い

ュ
ー
糖
の
原
料
）
、
豆
類
、
野

菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

▲

昨
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）

２７

※
雨
天
決
行

▽
時
間　
　

時
〜
４
時

１０

※
入
場
受
付
時
間
＝
９
時　

分
３０

〜
３
時

▽
会
場　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

▽
入
場
受
付
場
所　

ゴ
ン
ド
ラ

山
頂
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横
の
特
設

テ
ン
ト

▽
対
象　

市
内
の
小
学
生
以
下

の
児
童
・
幼
児
と
そ
の
引
率
者
、

中
学
生
、
高
校
生

▽
入
場
方
法　

左
の
入
場
引
換

券
に
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
、

当
日
入
場
受
付
特
設
テ
ン
ト
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　稲城市民憲章推進協議会は「憲章で広げよう　心の
まちづくり」をテーマに様々な事業を行っています。
その一つとして、子供たちが夏休みの一日を楽しみ、
市民憲章を知ってもらうために「稲城市民憲章推進の
日」として、よみうりランドを一日無料開放します。
オープニングセレモニーには東京ヴェルディ１９６９のラ
モス監督が登場する予定です。

▽問い合わせ　稲城市民憲章推進協議会事務局（協働
推進課協働推進係）

��������������������

７７月２７日月２７日（木）（木）

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

�
バ
ス
バ
ス

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

助助成成ししまますす

 姉妹都市・北海道大空町姉妹都市・北海道大空町
契約旅館宿泊料金契約旅館宿泊料金

▲映画「夢」のロケ地にもなった「メルヘンの丘」



１８・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（２）

▽
テ
ー
マ　

①
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
、
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
こ
と　

②
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
や
ペ
ッ
ト
の

ふ
ん
の
持
ち
帰
り
な
ど
、
環
境

美
化
に
関
す
る
こ
と

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
方

▽
応
募
期
間　

９
月
１
日（
金
）

〜　

月　

日（
火
）

１０

３１

▽
規
格　

４
切
画
用
紙
（
切
り

絵
、
は
り
絵
は
不
可
）

※
作
品
は
本
人
の
も
の
で
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
（
小
・
中
学
生
は
、
学
校

名
、
学
年
）
を
記
入
し
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
審
査　

テ
ー
マ
①
は
稲
城
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
、

テ
ー
マ
②
は
稲
城
市
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
市
民
協
議
会
で
そ

れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
す
。

※
結
果
は
、
小
・
中
学
生
は
学

校
を
通
じ
て
、
高
校
生
以
上
の

方
に
は
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
各
テ
ー
マ
の
優
秀
作
に
は
賞

状
及
び
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
展
示

す
る
ほ
か
、
一
部
を
「
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な

ど
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係
ま
た

は
環
境
保
全
係

　

前
回
は
、
複
合
施
設
の
機

能（
施
設
）と
し
て
、
【
図
書

施
設
】
の
考
え
方
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
引
き
続
き
、【
ホ

ー
ル
施
設
】
の
考
え
方
と
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

ホ
ー
ル
施
設

　

市
民
が
文
化
・
芸
術
に
親

し
み
、
地
域
交
流
の
場
と
な

る
施
設
と
し
て
、
「
音
楽
を

主
演
目
と
し
演
劇
な
ど
に
も

対
応
で
き
る
」
質
の
高
い
４

０
０
席
以
上
の
規
模
の
ホ
ー

ル
を
整
備
し
ま
す
。

①
ホ
ー
ル
施
設

　

音
響
設
計
に
お
け
る
残
響

は
、
音
楽
を
主
目
的
と
し
た
１

・
５
秒
を
基
本
と
し
、
演
劇
利

用
も
考
慮
し
た
仕
組
み
と
し
ま

す
。

②
舞
台

　

舞
台
は
演
奏
を
基
本
と
し
た

形
状（
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
）と

し
、
演
劇
に
も
対
応
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

③
客
席
・
親
子
席

　

客
席
の
い
す
の
間
隔
は
、
中

央
文
化
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ズ
よ

り
余
裕
を
と
り
、
ゆ
っ
た
り
鑑

賞
で
き
る
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

ま
た
、
固
定
席
を
原
則
と
し
、

車
い
す
の
対
応
を
可
能
と
し
ま

す
。
子
供
連
れ
で
も
鑑
賞
で
き

る
よ
う
、
遮
音
性
に
配
慮
し
た

親
子
席
を
設
け
ま
す
。

④
楽
屋

　

楽
屋
は
個
室
と
大
部
屋
を
設

け
、
個
室
は
、
主
賓
・
主
役
級

の
控
え
室
と
し
て
利
用
し
、
大

部
屋
は　

人
程
度
が
使
用
で
き

１０

る
規
模
と
し
ま
す
。楽
屋
に
は
、

共
用
の
ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー
室
、

湯
沸
室
を
設
け
ま
す
。

⑤
ホ
ワ
イ
エ

　

複
合
施
設
の
ロ
ビ
ー
と
区
別

し
た
ホ
ワ
イ
エ
（
ホ
ー
ル
専
用

ロ
ビ
ー
）
を
設
け
ま
す
。
ホ
ワ

イ
エ
は
、
開
演
前
の
待
機
所
や

催
し
物
の
休
憩
時
間
な
ど
に
観

客
が
利
用
す
る
場
で
す
。

⑥
調
整
室

　

客
席
後
部
に
音
響
操
作
、
調

光
、
映
写
の
た
め
の
調
整
室
を

設
け
ま
す
。

⑦
ス
タ
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス

　

ホ
ー
ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル
室
を

兼
ね
た
ス
タ
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
ま
す
。
青
少
年
の
音
楽
練

習
室
に
も
な
る
の
で
、
外
部
に

音
が
漏
れ
な
い
完
全
防
音
設
備

と
し
、
ホ
ー
ル
使
用
中
も
単
独

利
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
設
置

場
所
を
工
夫
し
ま
す
。

事
業
の
進
捗
状
況

　

こ
の
事
業
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で

進
め
て
お
り
、
５
月　

日
の
実

１５

施
方
針
及
び
各
種
業
務
要
求
水

準
書（
案
）の
公
表
以
降
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
募
集
や
説
明
会

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
は
、
手
法
の

特
色
で
も
あ
る
要
求
水
準
書
に

お
い
て
、
最
低
限
求
め
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
規
定
し
、
性
能
と

い
う
形
で
事
業
者
か
ら
提
案
を

求
め
、
事
業
費
の
縮
減
に
合
わ

せ
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
な
ど
も

反
映
し
な
が
ら
、７
月
中
に
は
、

各
種
業
務
要
求
水
準
書（
案
）を

確
定
し
、
事
業
者
を
選
ぶ
際
の

審
査
基
準
な
ど
も
合
わ
せ
、
事

業
者
募
集
資
料
を
公
表
す
る
予

定
で
す
。

　

募
集
資
料
の
公
表
以
降
、
事

業
者
の
提
案
受
付
、
市
の
審
査

期
間
を
経
て
、　

月
か
ら
来
年

１２

１
月
に
か
け
て
優
秀
提
案
を
選

定
す
る
予
定
で
す
。

　

６
月
９
日
に
締
め
切
り
ま
し

た
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
と
そ
の

回
答
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
事

業
に
対
す
る
皆
さ
ん
と
の
情
報

共
有
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続

き
各
文
化
セ
ン
タ
ー
に
意
見
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
、質
問
な
ど
に
は
、

原
則
と
し
て
回
答
を
付
け
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
文
化
セ
ン

タ
ー
で
公
表
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
の
基
本
構
想
、
基

本
計
画
の
概
要
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

に
基
づ
く
各
種
公
表
資
料
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
文

化
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

 （仮称）
新文化センター
建設に向けて⑥

▽問い合わせ　　　　
　　　　生涯学習課社会教育係

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、

前
年
の
住
民
税
課
税
所
得
に
応

じ
て
判
定
し
ま
す
。

　

判
定
に
よ
り
８
月
か
ら
自
己

負
担
割
合
が
変
わ
る
方
や
、
老

人
保
健
制
度
の
改
正
に
よ
り　
１０

月
か
ら
自
己
負
担
割
合
が
変
わ

る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
新
し

い
医
療
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い

医
療
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証

を
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

自
己
負
担
割
合
に
変
更
が
な

い
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
医
療

受
給
者
証
を
そ
の
ま
ま
お
使
い

く
だ
さ
い
。

▽
自
己
負
担
割
合
（
８
月
１
日

か
ら
）　

①
２
割
負
担
＝
同
一

世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が　
１４５

万
円
以
上
の　

歳
以
上
の
方
ま

７０

た
は
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

る
方
が
い
る
方　

②
１
割
負
担

＝
２
割
負
担
以
外
の
方　

③
①

の
う
ち
、
申
請
に
よ
り
１
割
負

担
に
な
る
方
＝
同
一
世
帯
の　
７０

歳
以
上
の
方
と
老
人
保
健
で
医

療
を
受
け
る
方
の
収
入
合
計
が

次
の
場
合
（
２
人
以
上
の
場
合

＝　

万
円
未
満
、
１
人
の
場
合

５２０
＝　

万
円
未
満
）

３８３
※
対
象
の
世
帯
に
は
、
７
月
中

旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

適
用
日
は
申
請
日
の
翌
月
１
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
老
人
保
健
制
度
の
改
正
に
よ

り
、　

月
か
ら
一
定
以
上
の
所

１０

得
が
あ
る
方
の
自
己
負
担
割
合

は
２
割
か
ら
３
割
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
「
老
人

医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
７
月　

日
で
す
。

３１

　

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
引

き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
改
め
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
請
･
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

老
人
保
健
法

老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
を

医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ
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８
月
の
テ
ー
マ
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　５月２７日、インドネシア・
ジャワ島で発生した「ジャワ
島中部地震」で被害を受けた
方々に役立てていただくため
の救援金の募金に、多くの皆
様にご協力いただき、総額で
２５７，８９１円が集まりました。
　この救援金は、ジャワ島中
部地震救援金として日本赤十
字社へ送金しました。

▽問い合わせ　生活福祉課地
域福祉係

ご協力ありがとうございました

ジャワ島中部地震
救援金の募金

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
子
供
の

交
通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
繰
り
返
し
注
意
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

�

�
�
�
�
�
��

�
�
��

○
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
歩

道
橋
や
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

ょ
う
。

○
信
号
が
青
に
な
っ
て
も
、
す

ぐ
に
横
断
を
始
め
な
い
で
、
左

右
の
安
全
を
よ
く
確
か
め
て
か

ら
、
手
を
上
げ
て
渡
り
始
め
ま

し
ょ
う
。

○
道
路
で
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
や
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
な
ど
で
遊
ぶ

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
美
し
い
ま
ち
に

�

��
���

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

����������������

�������������

��������

��������������

有
名
な
観
光
地
で
す
。

　

観
光
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て

経
験
し
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

生
活
習
慣
や
魅
力
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▽
期
日　

８
月
４
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
８
月
の
テ
ー
マ　

空
白
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
〜
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
旅
〜

▽
話
し
手　

田
原
由
貴
氏
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
協
働
推
進

課
）
、h

ttp
://w

w
w
.i

‐in
a

g
i

‐su
p
p
ort.org

/

　

皆
さ
ん
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

と
い
う
国
を
ご
存
じ
で
す
か
。

日
本
の
旅
行
者
に
は
ま
だ
馴
染

み
の
薄
い
国
で
す
が
、
多
く
の

世
界
遺
産
が
眠
る
、
世
界
で
も

▲

前
回
の
応
募
作
品
か
ら
（
稲
城

第
一
中
学
校　

金
子
彩
香
さ
ん
）

老
人
保
健
一
部
負
担
金
の

減
額
を
受
け
て
い
る
方
へ

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

○
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
信
号

無
視
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
や
曲
が
り
角
で
は
必

ず
止
ま
っ
て
、
左
右
を
よ
く
見

ま
し
ょ
う
。

○
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
が
左
に
曲

が
る
時
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
歩
道
で
は
歩
行
者
が
優
先
で

す
。
歩
行
者
に
気
を
付
け
、
ゆ

っ
く
り
通
行
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
横
断
歩
道
は
自
転
車
か
ら

降
り
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係

事業スケジュール�

１５
年
度
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
立
ち
上
げ�

基
本
構
想
案
検
討（
公
募
に
よ
る
市
民
参
加
）�

�

１６
年
度
　
建
設
協
議
会
立
ち
上
げ�

基
本
構
想
案
検
討�

（
市
民
及
び
学
識
経
験
者
）�

�

１６
年
度
　
基
本
構
想
策
定�

�

１６
年
度
　
事
業
手
法
調
査�

基
本
計
画
策
定�

�

１７
年
度
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
準
備�

計
画
詳
細
検
討
・
要
求
水
準
書�

案
作
成
な
ど�

�

実
施
方
針
な
ど
の
公
表（
５
月
１５
日
）�

�

要
求
水
準
書
案
・
事
業
者
審�

査
基
準
確
定（
７
月
）�

【
募
集
資
料
の
公
表
】�

�

事
業
者
提
案
受
付（
１０
月
）�

�

提
案
審
査
期
間（
１１
月
〜
１２
月
）�

�

優
秀
提
案（
事
業
者
）選
定�

（
１２
月
〜
１９
年
１
月
）�

�
仮
契
約�

�

本
契
約（
議
会
承
認
）�

（
１９
年
６
月
〜
７
月
）�

�

設
計
・
着
工
・
工
事
期
間�

�

２１
年
秋
オ
ー
プ
ン（
予
定
）�

�

ＰＦＩ手法の手続き�
�１８年度�



（３）　代表電話は３７８－２１１１番 １８・７・１５

　
　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

１８
の
税
額
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

７
月
下
旬
に
納
税
通
知
書
（
年

７
期
分
）
を
加
入
世
帯
に
郵
送

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
が
収
入
な
ど
に
応
じ
て
保

険
税
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う

「
相
互
扶
助
」
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

　

今
年
度
の
税
率
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
法
改
正
に
伴
い

介
護
分
の
課
税
限
度
額
が
８
万

円
か
ら
９
万
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
控
除
額
の
改

正
に
よ
り
、
昭
和　

年
１
月
１

１５

日
以
前
に
生
ま
れ
、　

年
度
に

１７

公
的
年
金
控
除
を
受
け
た
方
は
、

所
得
か
ら　

万
円
の
特
別
控
除

１３

を
し
ま
す
。
税
率
な
ど
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

を
計
算
す
る
場
合
、扶
養
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険

料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

　
　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

１８
納
期
限
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

納
期
内
の
納
付
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

７０
加
入
者
が
１
カ
月
に
支
払
う
医

療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
は
表

　

現
役
並
み
所
得（
２
割
負
担
）

の
方
で
、
平
成　

年
中
の
課
税

１７

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
２
１

３
万
円
未
満
、
平
成　

年
中
の

１７

収
入
が
高
齢
者
複
数
世
帯
の
場

合
は
５
２
０
万
円
以
上
６
２
１

万
円
未
満
、
高
齢
者
単
身
世
帯

の
場
合
は
３
８
３
万
円
以
上
４

８
４
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
経

過
措
置
と
し
て
８
月
か
ら
２
年

間
、
自
己
負
担
限
度
額
を
一
般

並
み
に
据
え
置
き
ま
す
。

　

老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課

税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、
低
所

得
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
一
部

が
課
税
者
と
な
り
、
一
部
が
非

課
税
者
の
ま
ま
に
な
っ
た
時
は
、

課
税
者
の
平
成　

年
中
の
所
得

１７

が
１
２
５
万
円
以
下
で
、　

年
１７

１
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
場

６５

合
は
、
経
過
措
置
と
し
て
８
月

か
ら
２
年
間
、
同
一
世
帯
の
非

課
税
者
の
自
己
負
担
限
度
額
が

「
低
所
得
Ⅱ
」
の
限
度
額
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
は
、
保
険
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
す
る
際
に
保
険
証
と
一
緒

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
ま
た

は
２
割
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
７
月　

日
で

３１

す
。　

歳
以
上　

歳
未
満
で
昭

７０

７５

和
７
年　

月
１
日
以
降
に
生
ま

１０

れ
た
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
（
８
月
１

日
か
ら
有
効
）を
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
で
な
い
方
も
、

　

歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日

７０生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら

対
象
と
な
り
ま
す
。
高
齢
受
給

者
証
は
交
付
月
の
前
月
末
に
郵

送
し
ま
す
。

　

所
得
な
ど
に
応
じ
て
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
決
ま
り
ま

す
の
で
、
平
成　

年
中
の
所
得

１７

の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

（
確
定
申
告
や
課
税
課
で
申
告

○
１
割
負
担
＝
同
一
世
帯
の　
７０

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
未
満
の
世

帯○
２
割
負
担
＝
同
一
世
帯
の　
７０

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
中
に
、

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
方
が
い
る
世
帯

※
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
も　

歳
以
上
の
国
保
加
入

７０

者
の
前
年
の
収
入
合
計
が
、
２

人
以
上
の
場
合
で
５
２
０
万
円

未
満
、
１
人
の
場
合
で
３
８
３

万
円
未
満
の
時
は
、
申
請
す
る

こ
と
で
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、　
１０

月
か
ら
現
役
並
み
の
所
得
が
あ

る
方（
２
割
負
担
の
方
）は
、
自

己
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
た

め
、
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
９
月　

日
に
な
り
ま
す
。

３０

※
医
療
制
度
改
革
の
内
容
は
、

広
報　

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

１０

し
ま
す
。

　

私
立
幼
稚
園
に
在
籍
す
る

園
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、

保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方　

①
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ

る
園
児
の
保
護
者　

②
私
立

幼
稚
園
に
３
〜
５
歳
児
を
通

園
さ
せ
て
い
る
保
護
者　

③

保
育
料
を
納
入
し
た
保
護
者

▽
補
助
金
額　

左
表
の
と
お
り

※
年
２
回
に
分
け
て
支
払
い
ま

す
。

▽
申
請
方
法　

幼
稚
園
で
在
園

証
明
を
受
け
、
学
校
教
育
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
私
立
幼
稚
園
に
通
園

さ
せ
て
い
る
方
で
、
市
か
ら
通

知
が
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

７
月　

日
２８

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

学
校

教
育
課
学
務
係

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額

面　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名

４０

１０

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

次
に
該
当
す
る
方

※
対
象
者
は
、
次
の
順
位
の
遺

族
の
う
ち
一
人
で
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を

有
し
、
か
つ
、
戦
没
者
な
ど
と

氏
が
同
じ
で
あ
る　

父
母　
　

（１）

（２）

孫　
　

祖
父
母　
　

兄
弟
姉
妹

（３）

（４）

④
③
以
外
の　

父
母　
　

孫　

（１）

（２）

　

祖
父
母　
　

兄
弟
姉
妹

（３）

（４）

⑤
①
〜
④
以
外
の
遺
族
で
、
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

特
別
給
付
金
よ
号
（
額
面　
２０

万
円
）
、
第
四
回
ね
号
（
額
面

　

万
円
）
、
第
十
回
そ
号
（
額

６０面
１
２
０
万
円
）
、
第
十
七
回

り
号（
額
面
１
８
０
万
円
）の
請

求
期
限
は　

月
２
日
で
す
（
い

１０

ず
れ
も　

年
償
還
の
記
名
国
債
）。

１０

　

ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
、

母（
養
祖
母
・
養
祖
父
母
な
ど
）

で
す
。
戦
没
者
の
子
・
兄
弟
姉

妹
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
戦
地

な
ど
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労

給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
、

そ
の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
請
求
期
限　
　

年
３
月　

日

１９

３１

※
請
求
用
紙
は
市
役
所
生
活
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

総
務

省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

〒　

・　

千
代
田
区
霞
ヶ
関
２

１００

８９２６

の
１
の
２
、
�　

・
５
２
５
３

０３

・
５
１
８
２
番

　

第
三
回
よ
号（
額
面　

万
円
）、

１０

第
五
回
そ
号
（
額
面　

万
円
）、

３０

第
七
回
れ
号
（
額
面　

万
円
）、

６０

第
九
回
た
号
（
額
面　

万
円
）、

６０

第
十
四
回
よ
号（
額
目　

万
円
）、

７５

第
十
六
回
ぬ
号（
額
面　

万
円
）、

９０

第
十
九
回
へ
号
（
額
面
１
０
０

万
円
）
の
請
求
期
限
は　

月
２

１０

日
で
す
（
い
ず
れ
も
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）
。

　

こ
の
給
付
金
の
対
象
と
な
る

の
は
、
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、　
１０

私立幼稚園等園児保護者負担軽減補助金の基準
補助単価（月額）

世帯の所得基準区分
同一世帯で２人以
上在籍している場
合の左記以外の幼
児（第２子以降）

１人在籍の場合及び同
一世帯で２人以上在籍
している場合の最年長
の幼児（第１子）

９,１００円

９,１００円

生活保護法の規定による保護を受けて
いる世帯または当該年度に納付すべき
区市町村民税の所得割額が非課税とな
る世帯

１

７,４００円

当該年度に納付すべき区市町村民税の
所得割額（世帯構成員中２人以上に所
得がある場合については、所得割課税
額の合計額とする。以下同じ）が１８,６００
円以下となる世帯

２

８,５００円６,４００円
当該年度に納付すべき区市町村民税の
所得割額が１８,７００円以上１３５,０００円以下
となる世帯

３

７,９００円５,３００円
当該年度に納付すべき区市町村民税の
所得割額が１３５,１００円以上１７６,６００円以下
となる世帯

４

２,９００円２,９００円当該年度に納付すべき区市町村民税の
所得割額が１７６,７００円以上となる世帯５

表２　納期限

８月３１日第１期

１０月２日第２期

１０月３１日第３期

１１月３０日第４期

１２月２５日第５期

１９年１月３１日第６期

１９年２月２８日第７期

表１　国民健康保険税の算出

説　明
介護分

（４０歳以上６５
歳未満の方）

医療分種　類

前年中（平成
１７年分）の所
得に応じた額

０.９８％５.０％①所得割

１８年度の固定
資産税額に応
じた額

３.９％１６.０％②資産割

国保加入者一
人当たりの単
価

７,５００円１７,４００円③均等割

１世帯当たり
の単価２,７００円９,４００円④平等割

①～④の合計
額の上限９０,０００円５３０,０００円⑤限度額

※①～④の医療分の合計額が保険税額です。４０歳
以上６５歳未満の方がいる世帯は、医療分と介護
分の合計額が１年間の保険税額になります。

国

民

健

康

保

険

　

年
度
の
税
率
は

１８

据
え
置
き
で
す

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限

所
得
割
の
計
算
で

 

市
民
税
・
都
民
税
と

　

異
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

公
的
年
金
等
控
除
の
縮
減
、

老
年
者
控
除
の
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置

老
年
者
に
係
る

住
民
税
非
課
税
措
置
の

廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
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医
療
制
度
改
革
に
よ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

の
変
更
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�
�
�
�
�
�
�

戦
没
者
な
ど
の

戦
没
者
な
ど
の

　
　
　
　

遺
族
の
方
へ

遺
族
の
方
へ

請
求
は
お
済
み
で
す
か

請
求
は
お
済
み
で
す
か

戦戦
没没
者者
なな
どど
のの

遺遺
族族
のの
方方
へへ

特
別
弔
慰
金
が

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、　

年
４
月
１
日
現
在
、

１７

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

旧旧
日日
本本
赤赤
十十
字字
社社
救救
護護
看看
護護
婦婦

旧旧
陸陸
海海
軍軍
従従
軍軍
看看
護護
婦婦
のの

皆皆
様様
へへ

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

３
の
と
お
り
で
す
。

※
公
的
年
金
等
控
除
の
縮
減
及

び
老
年
者
控
除
の
廃
止
や
老
年

者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置

の
廃
止
に
伴
い
、
経
過
措
置
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��
		

表３　７０歳以上の方の医療費の自己負担限度額（１カ月当たり）　※９月３０日まで

外来＋入院（世帯単位）外来
（個人単位）

自己負
担割合区　分

７２,３００円
※医療費が３６１,５００円を超えた時は、超え
た分の１％を加算（４回目以降は４０,２００円）

４０,２００円２割現役並み所得者

４０,２００円１２,０００円

１割

一般

２４,６００円
８,０００円

低所得Ⅱ住民税非
課税世帯 １５,０００円低所得Ⅰ※１
※１　各所得区分ごとに必要経費・控除を差し引いた時の各所得がいずれも０円であ
る世帯（公的年金控除額は８０万円で計算）

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

済
み
の
方
は
、
新
た
に
申
告
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

月
か
ら
医
療
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。



１８・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（４）

▲エコセメント化施設

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

▽
期
日　

７
月　

日（
金
）

２８

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

※
使
用
済
み
の
食
用
油
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ　

�　

・
５
３

３７９

７
４
番

※
毎
週
日
・
月
曜
日
と
祝
日

は
休
み
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

 
廃
食
用
油

 　
　

せ
っ
け
ん
づ
く
り

納期限　７月３１日

固定資産税・
都市計画税（第２期）
安全！納税！口座振替 !!

▽問い合わせ　納税課納税係

　
　

南
武
線
の
高
架
化
事
業
に

JR
伴
い
、
８
月
８
日（
火
）か
ら
稲

城
長
沼
駅
東
側
の
駐
輪
場
を
閉

鎖
し
ま
す
。

　

代
替
の
駐
輪
場
を
駅
南
側
に

整
備
す
る
予
定
で
す
が
、
現
在

の
利
用
台
数
を
全
て
収
容
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

駅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以

Ｎ�

稲城長沼駅�

東側駐輪場（閉鎖）�

臨時駐輪場�

旧
川崎街道

内
の
近
距
離
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
駅
を
利
用
す
る
際
、
自
転

車
利
用
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
に
整
備
し
た
旧

川
崎
街
道
沿
い
の
臨
時
駐
輪
場

に
は
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
の
利
用
も
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係

閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖鎖ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす閉鎖します

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城長長長長長長長長長長沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅稲城長沼駅
東東東東東東東東東東側側側側側側側側側側駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪場場場場場場場場場場東側駐輪場
８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月８８８８８８８８８８日日日日日日日日日日８月８日（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火））））））））））～～～～～～～～～～（火）～  

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
球
に
は

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��

��
��
��
��
��
��
��
		




た
く
さ
ん
の
水
が
あ
り
ま
す
が
、

身
の
回
り
に
あ
る
使
え
る
水
は
、

地
球
上
に
存
在
す
る
水
の
０
・

０
１
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
が
日
常
使
用
し
て
い
る
水
は
、

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

７
月
と
８
月
は
、
一
年
中
で

一
番
水
を
使
う
季
節
で
す
。
無

駄
を
省
い
て
節
水
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
風
呂　

残
り
湯
の
半
分
を
再

利
用
す
る
と
１
０
０
リ
ッ
ト
ル

の
節
約
。
残
り
湯
は
、
洗
濯
・

清
掃
・
散
水
な
ど
、
工
夫
し
て

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
洗
車　

バ
ケ
ツ
を
使
う
と
２

１
０
リ
ッ
ト
ル
の
節
約

○
シ
ャ
ワ
ー　

３
分
間
流
し
放

し
で
、　

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使

３６

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
ャ
ワ

ー
は
こ
ま
め
に
止
め
て
使
い
ま

し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ　

「
大
」
「
小
」
の

レ
バ
ー
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

○
節
水
コ
マ　

コ
マ
内
臓
タ
イ

プ
の
蛇
口
に
取
り
付
け
る
だ
け

で
、
台
所
・
洗
面
所
の
よ
う
に

流
し
洗
い
を
す
る
所
で
は
、
１

分
間
に
最
大
で
約
６
リ
ッ
ト
ル

節
水
で
き
ま
す
。

※
節
水
コ
マ
は
、
水
道
課
、
市

役
所
総
合
窓
口
案
内
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
で
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
シ
ン
グ
ル
レ
バ
ー
式
の
蛇
口

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
配
水

係　

�　

・
３
９
２
３
番

３７７

������������

��������������

夏休み親子夏休み親子
ごみ処理施設ごみ処理施設
見学会見学会

　

毎
日
家
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
親
子
で
ご
み

処
理
施
設
を
見
学
し
て
、
ご
み

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

８
月
３
日（
木
）

▽
時
間　

９
時
〜
５
時

▽
コ
ー
ス　

市
役
所
〜
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
〜
東
京
た

ま
広
域
資
源
循
環
組
合
（
日
の

出
町
内
最
終
処
分
場
・
エ
コ
セ

メ
ン
ト
化
施
設
）
〜
市
役
所

※
市
の
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

４５

▽
費
用　
　

円（
保
険
料
）

１００

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

防防
災災
無無
線線

夕夕
焼焼
けけ
小小
焼焼
けけ
をを
放放
送送

�
��

�

�
��

��
�
�

�
�
��
�
�
�

����

▽
申
し
込
み
方
法　

７
月　

日
１８

か
ら
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

市
で
は
、
防
災
無
線
設
備
を

使
っ
て
、
毎
日
午
後
５
時
（
冬

期
は
午
後
４
時　

分
）
に
チ
ャ

３０

イ
ム
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
こ

の
放
送
は
、
防
災
無
線
の
作
動

確
認
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
に
帰
宅
を
知
ら
せ
る

合
図
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

帰
宅
の
合
図
と
し
て
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
試
行
的
に
チ

ャ
イ
ム
を
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

の
放
送
に
変
更
し
ま
す
。
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
放
送
開
始
日　

７
月　

日
２１

（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係

設
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

左
表
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策

室

　

３
月
議
会
で
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
が
議
決
さ
れ
、

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
施

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

１８年度から指定管理者制度を導入した公の施設の利用方法
申し込み・問い合わせ料金対象者利用可能日時施設の内容名称

社会福祉協議会総務係
�３７８－３３６６番無料

・障害者及びその家
族並びにそれを構
成員とする団体
・登録ボランティア
・福祉、保健、医療
関係団体など

８時３０分～５時
※年末年始・
祝日を除く。

介護予防教室（４０人）

福祉センター

第１会議室（１５人）

第２会議室（１２人）

第３相談室・コーディネ
ーター室（１０人）

子育て支援課保育係

前年の所得税ま
たは前年度の市
民税により決定
※延長保育は別
料金

保育要件を満たす
市民（０歳～６歳）
※０歳児に関して
は４カ月を経過し
た乳児

月曜～土曜日
（祝日及び年
末年始を除く）
午前７時～

午後７時

保育所市立第六保
育園

大丸自治会
�３７７－７１０５番（芦川）
※平日の午後８時～９時

無料市民で構成された
団体

９時～
午後１０時

集会室
（洋室７７㎡、和室１４畳、
２０畳、２４畳）

大丸地区会
館

矢野口自治会
�３７９－０２５５番（田村）
※平日の午後８時～９時

無料市民で構成された
団体

９時～
午後１０時

集会室
（和室１０畳×２室）松葉集会所

押立自治会
�３７７－５２７６番（土方）

無料市民で構成された
団体

９時～
午後１０時

洋室（３８㎡×２室）
※一般利用の場合押立ふれあ

い会館
※２※１９時～

午後１０時
洋室（３８㎡×２室）
※葬儀利用の場合

（財）いなぎグリーンウ
ェルネス財団
�３３１－７１５１番

各施設で料金が
異なりますので、
市ホームページ
をご覧いただく
か、問い合わせ
てください。

どなたでも

９時～
午後９時３０分メインアリーナ、その他

稲城中央公
園総合体育
館

９時～５時グラウンド
稲城中央公
園総合グラ
ウンド

８時４５分～
午後６時４５分軟式野球場　　　　１面稲城中央公

園野球場

９時～
午後９時

多目的広場　　　　１面
（野球、サッカーなど）

若葉台公園
多目的広場

２時間
市内在住者１，０００円
市外在住者２，０００円
※若葉台のみ
夜間照明料
１時間５００円

午前６時～
午後６時

砂入り人工芝コート
６面

稲城北緑地
公園テニス
コート

８時～
午後６時

砂入り人工芝コート
２面

大丸公園テ
ニスコート

午前６時～
午後１０時

砂入り人工芝コート
４面

若葉台公園
テニスコー
ト

２時間
市内在住者　７００円
市外在住者１，４００円
夜間照明料
１時間５００円

午前６時～
午後１０時ハードコート　　　２面城山公園テ

ニスコート

個人１回２時間
大人　２００円
子ども　５０円
※延長料金あり

市民

７月１４日～
８月３１日

９時３０分～
５時

２５ｍプール
流水プール
スライダープール
幼児用プール

大丸第２
公園プール

無料市民９時～５時

軟式野球場　　　　２面
ソフトボール場　　２面
ゲートボール場　　１面
自由広場　　　　　１面
（サッカー、ラグビーなど）

多摩川緑地
公園

坂浜自治会管理運営委
員会
�３３１－７１１２番

１５０円／１時間
※体験学習活動
・地域住民活動
については無料

市民９時～
午後１０時多目的室（３６㎡×２室）上谷戸緑地

体験学習館

※１　死亡者の自宅などで葬儀を行うことが困難で、かつ、市内に住所を有する方の葬儀を行う場合、市内に住
所を有する方が葬儀を主宰する場合

※２　連続する２日以内で、初日の午後２時～翌日の告別式終了の２時間後までで、１８，０００円
いずれの施設も利用混雑状況や利用目的、その他の理由で利用できない場合があります。
申し込み・問い合わせが自治会となっているものについては、連絡先が変更になる場合があります。

上
手
な
水
の
使
い
方

節
水
型
機
器
の
お
す
す
め



１８・７・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１番

▼開館後の
中央図書館
（７月１日）

若若
者者
のの
就就
職職
をを
応応
援援

キキ
ャャ
リリ
アア

カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ

ｉｉ
ｎｎ
稲稲
城城

　

前
半
戦
に
引
き
続
き
「
稲
城

市
民
シ
ー
ト
」を
販
売
し
ま
す
。

こ
の
シ
ー
ト
は
、
東
京
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
１
９
６
９
が
、
市
民
の
方

を
対
象
に
通
常
よ
り
も
お
得
な

価
格
で
優
先
販
売
す
る
も
の
で

す
。
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
の
シ

ー
ト
は
１
階
席
で
す
の
で
、
試

合
の
熱
気
や
選
手
を
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
１
年

で
Ｊ
２
か
ら
Ｊ
１
へ
の
復
帰
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、

▽
期
日　

７
月　

日
・　

日
の

２２

２９

土
曜
日

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
費
用　

２
千
円

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　

６
人（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
方
法　

直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

 
浴
衣
着
付
け
教
室

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ　

試
合
以
上
残

２０

っ
て
い
る
の
で
、
十
分
に
上
位

進
出
が
可
能
で
す
。
今
後
の
巻

き
返
し
に
期
待
し
、
ぜ
ひ
ス
タ

ジ
ア
ム
で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
熱
い

戦
い
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

※
広
報
ま
た
は
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
を
左
表
の
販
売
協
力

店
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
市
民
シ
ー
ト
販
売
額　

１
席

１
千
円

※
未
就
学
児
が
保
護
者
の
ひ
ざ

の
上
で
観
戦
す
る
場
合
は
無
料

▽
販
売
席
数　

１
試
合　

席（
先

２６０

着
順
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

左
表
の

と
お
り

※
市
内
の
子
ど
も
を
対
象
に
活

動
し
て
い
る　

人
以
上
の
団
体

２０

（
子
供
会
な
ど
）で
の
購
入
に
つ

い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ

（株）

ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
杉
本

�　

・　

・
３
０
３
４
番

０４４

９４６

�

　７月１日の開館初日から大勢の市民の皆さん
が訪れました。オープン２日間の来館者数は、
１万１千人に達しました。

▲

親子クジラの像（稲城中央公園）
　公園西側入口のくじら橋近くに愛
らしい親子クジラの像を設置されま
した。公園を訪れる皆さんを歓迎し
ているポーズを表現しています。

市民シート販売協力店一覧

電話番号販売時間販売日地区販売協力店
３７７－７６２４１０時～午後１０時木曜日を除く毎日矢野口清水屋酒店

３７８－１１０４９時～午後７時火曜日を除く毎日矢野口（有）タカハシスポーツ

３７８－１８１４１０時～午後２時月～金曜日東長沼市民レストラン梨の木売
店（市役所地下）

３７７－６０４３８時～午後１１時水曜日（月２回）を除く毎日東長沼コミュニティストアざるや

３７９－１１２３１０時～午後７時水曜日を除く毎日東長沼Ｍｅｒｋ（メルク）

３７８－１５７７９時～午後８時３０分月～土曜日大丸内山大賀堂

３７７－６１４３９時～午後８時月～土曜日大丸ドライクリーニング巴屋

３７７－４９１４１０時～午後８時水曜日を除く毎日大丸北浜酒店

３３１－３７１０８時～午後９時水曜日を除く毎日坂浜福島屋

３３１－７７１７１０時～午後７時日曜日、祝日を除く毎日平尾大谷商店　平尾店

３７７－９３３３７時～午後１１時無休押立コミュニティストア　稲
城押立店

３７８－４４３９１０時～午後８時水曜日、第１・３日曜日
を除く毎日向陽台カドヤ

３３１－８３８３１１時～午後７時第２・４月曜日除く毎日長峰レストランパークヒル（総
合体育館内）

ヴェルディホームゲーム

会場対戦相手開始時間期日節発売日
国立競技場愛媛ＦＣ午後７時８月６日（日）３２

７月７日
（金） 味の素スタジアムザスパ草津午後７時８月１９日（土）３４

国立競技場柏レイソル午後７時８月２２日（火）３５

西が丘サッカー場横浜ＦＣ午後７時９月９日（土）３８※販売なし

味の素スタジアムモンテディオ山形２時９月２３日（土）４１７月７日
（金） 国立競技場ヴィッセル神戸２時９月３０日（土）４３

味の素スタジアム湘南ベルマーレ午後７時１０月１８日（水）４５

９月２２日
（金）

味の素スタジアム水戸ホーリーホック２時１０月２８日（土）４７

味の素スタジアムサガン鳥栖２時１１月１８日（土）４９

国立競技場ベガルタ仙台２時１１月２６日（日）５１
※西が丘サッカー場は、会場の都合により販売しません。

ふ
れ
ん
ど
平
尾
会
場

▽
期
間　

８
月　

日（
火
）〜　

２２

３０

日（
水
）

※
８
月　

日
、　

日
を
除
く
。

２７

２８

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
対
象　

小
学
５
・
６
年
生

※
５
・
６
年
生
合
同
講
習

夏
期
講
習
会（
小
学
生
）

　

市
内
で
緑
化
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。
緑
や
花
の
知
識
、
植
物

の
育
て
方
な
ど
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▽
期
日　

８
月　

日
、
９
月
９

２６

日
・　

日
、　

月　

日
・　

日

３０

１０

１４

２８

の
土
曜
日

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分※
初
日
は
９
時　

分
か
ら

１５

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２５

▽
費
用　

２
千　

円
５００

▽
講
師　

川
原
昭
太
郎
氏
（
園

芸
講
師
）
、
山
崎
厚
氏
（
緑
・

花
文
化
士
）

▽
申
し
込
み
方
法　

８
月　

日
１５

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

�
�
�
�
�

 
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

「
自
分
の
適
職
が
分
か
ら
な

い
」「
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か

な
い
」「
応
募
書
類
の
具
体
的
な

書
き
方
を
知
り
た
い
」「
フ
リ
ー

タ
ー
を
脱
し
て
正
社
員
に
就
き

た
い
」
な
ど
と
一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
専
門
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就
職
に
関
す
る

悩
み
を
お
聞
き
し
て
、
相
談
者

の
状
況
に
応
じ
た
個
別
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
就
職
活
動
を

全
面
的
に
応
援
し
ま
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
月
）

２４

▽
時
間　

午
後
５
時
〜
８
時

※
一
人
当
た
り　

分
程
度

４０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
下

２９

の
方

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１０

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
申
し
込
み
」
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
（
学
生
の
場
合
は

「
学
生
」
）
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
共
催　
　

東
京
し
ご
と
財
団

（財）

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
商
工

係　

�　

・
４
７
８
１
番
、
メ

３７７

ー
ルk

eizai@
city
.in
ag
i.lg
.jp

　

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
、
自
ら
が
責
任
あ
る
生
き
方

を
し
て
い
こ
う
と
す
る
青
年
を

祝
う
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　
　

年
１
月
８
日（
祝
）

１９

▽
時
間　
　

時　

分
〜　

時　

１０

４０

１２

３０

分（
予
定
）

▽
会
場　

駒
澤
学
園
記
念
講
堂

▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日

６１

〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
市

６２
に
住
民
票
の
あ
る
方

※
対
象
の
方
に
は　

月
上
旬
に

１２

案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
応
募
人
数　
　

人
程
度

１０

▽
対
象　

成
人
式
対
象
の
方

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面

接
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容　
　

年
１
月
８
日
に
開

１９

催
す
る
成
人
式
の
企
画
・
運
営

▽
申
込
期
限　

８
月　

日
１５

◆
共
通
事
項

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係

��
��
��
��
��
��
��
��
		

�

�

�

　

市
内
農
家
と
の
交
流
を
図
り

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

な
が
ら
農
家
を
応
援
す
る
、
ふ

れ
あ
い
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方
で
農

家
と
と
も
に
、
農
産
物
の
生
産

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝

え
る
、　

歳
以
上
の
健
康
な
方

２０

▽
コ
ー
ス　

①
果
樹
（
２
コ
ー

ス
）　

② 
花  
卉 　

③
野
菜

か 

き

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

２０

※
各
コ
ー
ス
５
人
程
度
の
グ
ル

ー
プ
に
な
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
希
望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日（
必
着
）

３１

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指
導

JA経
済
課　

〒　

・　

稲
城
市
東

２０６

０８０２

長
沼
２
１
１
０
の
１
、
�　

・
３７７

６
０
０
２
番

����������������������

��������������

����������

�
�

 
応
急
危
険
度
判
定
員

　

都
で
は
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
基
づ
く
応
急
危
険
度

判
定
員
と
し
て
登
録
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

都
内
に
在
住
・
在
勤

で
、
建
築
士
（
１
級
、
２
級
、

木
造
）
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

７
月　

日
３１

ま
で
に
、
市
役
所
緑
と
建
設
課

に
あ
る
申
込
書
に
、
必
要
書
類

な
ど
を
添
付
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
講
習
会　

９
月　

日（
火
）、

１２

　

月　

日（
水
）・
都
庁

１０

１８

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
市
街

地
建
築
部
建
築
企
画
課　

�　
０３

・
５
３
８
８
・
３
３
４
４
番

　

水
環
境
を
守
る
水
再
生
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

７
月　

日（
金
）

２８

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

▽
会
場　

南
多
摩
水
再
生
セ
ン

タ
ー（
大
丸
１
４
９
２
）

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
の

こ
と

▽
内
容　

施
設
見
学
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
記
念
品
（
メ
ダ
カ
、

メ
ト
ロ
レ
ン
ガ
、
鉢
物
な
ど
）

の
配
布
、
各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
消
防
は
し
ご
車
・
重
機
の

乗
車
体
験（
晴
天
時
の
み
）

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
下
水

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
会
場

▽
期
間　

８
月　

日（
火
）〜　

２２

３０

日（
水
）

※
８
月　

日
、　

日
を
除
く
。

２４

２７

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分▽
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

※
学
年
別
講
習

◆
共
通
事
項

▽
科
目　

算
数
、
国
語

▽
定
員　

各
５
人（
先
着
順
）

▽
費
用　

各
３
千　

円
５００

▽
申
し
込
み
方
法　

直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

夏
休
み

水
再
生
セ
ン
タ
ー
見
学
会

道
局
南
多
摩
水
再
生
セ
ン
タ
ー

�　

・
９
１
２
１
番

３７７

▲水再生センターを見学しませんか

シルバー
人材

センター
申し込み・問い合わせ
� ３７７・２２１２番

▲中央図書館・城
山体験学習館開館
記念式典（６月２４
日）



１８・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（６）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

▽
期
日　

８
月　

日（
月
）

２１

▽
時
間　

８
時
〜
正
午

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
Ｘ
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４４

※
抽
選
結
果
は
実
施
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

「胃がん検診受診希望」

１．期日　８月２１日

２．会場　保健センター

３．住所

４．氏名

５．生年月日・年齢

６．電話番号

７．前回検診年月日

※初めての方は「初診」
　と書いてください。

ふりがな

▼

は
が
き
記
入
例（
裏
面
）

e

‐tok
y
o.lg
.jp

）
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
必
着

２４

　

厚
生
労
働
省
の
勧
告
で
、　
１７

年
５
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
を
差

し
控
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
脳
炎
の
流
行
地

域
へ
渡
航
す
る
お
子
さ
ん
な
ど

で
感
染
の
恐
れ
が
高
い
と
認
め

ら
れ
、
保
護
者
が
日
本
脳
炎
予

防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を

特
に
希
望
す
る
場
合
に
は
、
医

師
と
相
談
し
た
上
で
現
行
の
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

土７／１５

＋休日急病診療所 松本医院（東長沼）９時～５時　�３７７－６０２７日○１６ 
海の日
＋休日急病診療所 向陽台クリニック（向陽台）９時～５時　�３７８－６６７７

月○１７ 
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１８

１歳６カ月児健康診査（１６年１２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水１９

３歳児健康診査（１５年６月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２０

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金２１

休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター

土２２

＋休日急病診療所 菊池医院（百村）９時～５時　�３７８－３３３３日○２３ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２４

４カ月児健康診査（１８年３月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２５

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水２６

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２８

両親学級 １時３０分～４時（予約必要） 保健センター土２９

＋休日急病診療所　松本医院（東長沼）９時～５時　�３７７－６０２７日○３０ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月３１

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火８／１

※（予約必要）の相談は、前日の午前８時３０分から予約を受け付けます。１８日（火）
の法律相談とくらしの書類作成相談は、１４日（金）に予約を受け付けます。経済課
消費生活係の相談　�３７８－２２８６番

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

小
児
科
医
が
日
常
診
療
で

よ
く
見
か
け
る
感
染
症
と
し

て
、
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
胃

腸
炎
、
春
は
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎
、
そ
し
て
夏
に
は
い

わ
ゆ
る
夏
か
ぜ
と
総
称
さ
れ

て
い
る
手
足
口
病
、
ヘ
ル
パ

ン
ギ
ー
ナ
、 咽  
頭 
結
膜
熱（
プ

い
ん 
と
う

ー
ル
熱
）
が
あ
り
ま
す
。
昨

今
で
は
、
季
節
に
関
係
な
く

発
生
し
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

手
足
口
病
と
ヘ
ル
パ
ン
ギ

ー
ナ
は
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、

咽
頭
結
膜
熱
は
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
と
な
り
、
経
口

・ 
飛  
沫 
・
接
触
感
染
で
広
が

ひ 

ま
つ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
ウ
イ
ル

ス
も
粘
膜
、
中
枢
神
経
系
へ

の
親
和
性
が
高

い
た
め
、 
口  
腔 

こ
う 
く
う

粘
膜
、気
管
支
、

腸
管
の
炎
症
や

結
膜
炎
を
起
こ

し
や
す
く
、
時
に
は
肺
炎
・

髄
膜
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

手
足
口
病
は
、
発
熱
を
認
め

な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
口

腔
前
方
に 
水  
疱 
な
ど
の
特
異

す
い 
ほ
う

所
見
は
あ
っ
て
も
手
足
に
発

疹
を
認
め
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、 
臀  
部 
に
発
疹
が
見

で
ん 

ぶ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ヘ
ル

パ
ン
ギ
ー
ナ
は　

度
前
後
の

３９

高
熱
が
３
〜
４
日
続
き
、 
口  こう

 
蓋 
や

が
い

 
扁  
桃 
に
小
発
赤
疹
を
認

へ
ん 

と
う

め
、
皮
膚
症
状
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
咽
頭
結
膜
熱
は
、

中
耳
炎
、
肺
炎
、
脳
炎
を
合

併
す
る
こ
と
が
あ
り
重
篤
感

の
あ
る
疾
患
で
す
。
最
近
で

は
消
毒
の
徹
底
に
よ
り
、
以

前
の
よ
う
に
プ
ー
ル
で
感
染

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
夏
か
ぜ
も
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
な
ど
の
特
異
的
な
治
療

が
な
い
た
め
、
安
静
を
保
ち

水
分
摂
取
を
し
っ
か
り
す
る

と
い
っ
た
対
症
療
法
で
様
子

を
見
ま
す
が
、
粘
膜
障
害
が

強
く
経
口
摂
取
不
良
の
際
や
、

合
併
症
発
症
の
疑
い
が
あ
る

と
き
に
は
入
院
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会

松
本　

居
子

������
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６
月
２
日
か
ら
、
お
子
さ
ん

の
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防

接
種
が
変
わ
り
ま
し
た
。

▽
対
象　

①
第
１
期
＝
生
後　
１２

カ
月
か
ら　

カ
月
に
至
る
ま
で

２４

の
間
の
お
子
さ
ん

※
生
後　

カ
月
を
迎
え
る
月
末

１２

に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

②
第
２
期
＝
５
歳
以
上
７
歳
未

満
で
、
来
年
小
学
校
に
就
学
す

る
お
子
さ
ん
（　

年
４
月
２
日

１２

か
ら　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

１３

ま
れ
た
お
子
さ
ん
）

※
７
月
中
旬
ま
で
に
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。

▽
使
用
ワ
ク
チ
ン　

原
則
と
し

て
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン（
Ｍ
Ｒ
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

 
う
つ
と
ス
ト
レ
ス
と
の

う
つ
と
ス
ト
レ
ス
と
の

　
　
　
　

つ
き
あ
い
方

つ
き
あ
い
方

い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
心
の

健
康
）
を
増
進
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
講
演
会
で
は

ス
ト
レ
ス
へ
の
理
解
を
深
め
、

対
処
の
仕
方
や
ス
ト
レ
ス
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
予
防
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

ま
す
。

▽
期
日　

８
月
４
日（
金
）

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

無
料

▽
講
師　

岩
舩
展
子
氏
（
東
京

産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
シ
ニ

ア
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

�

　

・
２
４
８
０
番
、
�　

・
３

３７０

３７９

７
２
２
番

１８年度うつ病等予防講演会日程

内　容期　日回

うつとストレスとのつ
きあい方８月４日第１回

人間関係を楽にしよう
－ストレスをためない
コミュニケーション－
（仮）

１０月９日第２回

うつ病と職場復帰（仮）１９年２月第３回

�
�
�
�
�
�
�
�

第　

回
子
ど
も
夏
ま
つ
り

２２

　

年
度
排
水
設
備
工
事

１８
責
任
技
術
者
資
格
試
験

▽
期
日　
　

月
１
日（
日
）

１０

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

青
山
学
院
大
学
（
渋

谷
区
）

▽
受
験
料　

６
千
円

▽
申
し
込
み
方
法　

７
月　

日
２５

か
ら
市
役
所
下
水
道
課
窓
口
で

配
布
す
る
申
込
書
を
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

８
月
１
日
〜　
３１

日（
当
日
消
印
有
効
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス　
　（株）

〒　

・　

千
代
田
区
大
手
町
２

１００

８６９９

　

太
鼓
・
模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
・

踊
り
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
土
）

２２

▽
時
間　

３
時
〜
午
後
６
時

▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

都
立

多
摩
養
護
学
校　

�　

・
８
１

３７４

１
１
番

の
６
の
２
日
本
ビ
ル
、
�　

・
０３

３
２
４
１
・
０
８
１
８
番

　障害のある方や在宅で寝たきりの方など
が身近な地域でかかりつけ歯科医を持てる
ように、稲城歯科医会の歯科医師を紹介す
る制度です。
　訪問して治療を行う歯科医や自宅から通
える歯科医を紹介します。障害のある方や
在宅で寝たきりの方などで、かかりつけ歯
科医をお持ちになりたい方は、問い合わせ
てください。

▽申し込み・問い合わせ　保健センター
�３７８－３４２１番、�３７７－４９４４番
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日
本
脳
炎

日
本
脳
炎

予
防
接
種
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の

 
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の 

予
防
接
種

 　
　
　
　
　

予
防
接
種


